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　町民の皆さんから寄せられた力作の数々を展示しま
す。皆さん、お誘い合わせの上ぜひお越しください。

【前期】
　○会期　11 月 16 日㊏から 24 日㊐まで
　○部門　書道、きり絵、陶芸、七宝焼き、
　　　　　彫型画、ちぎり絵

【後期】
　○会期　11 月 30 日㊏から 12 月８日㊐まで
　○部門　絵画、彫刻、写真、押し花、タペストリー、
　　　　　シャドウボックス

■開館時間　午前９時～午後５時
■休 館 日　11 月 18 日㊊、12 月２日㊊
■入 場 料　無料

　現在、後期の出品作品を募集中です。皆さんの
ご応募をお待ちしています。

■申し込み締め切り　11 月 19 日㊋

小野町美術展を開催

●美術館●

　日本の古典の代表作「源氏物語」について「紫
式部日記」にはじめて記述されたのは寛弘５年
（1008 年）11 月１日のことでした。その日から
一千年の時を経て、2008 年に「古典の日」（毎
年 11 月１日）が制定されました。
　「源氏物語」は 1930 年代に英訳されてから現
在までに 20を超える国で翻訳され世界中の人々
に愛されています。
　54 帖からなる大長編の源氏物語は原文でその
良さを味わう醍醐味もありますが、まずは現代
語訳からお読みいただくのもおすすめです。　
現在まで多くの作家が現代語訳に挑戦していま
す。ぜひ一度読んでみてください。
　図書館には谷崎潤一郎、円地文子、瀬戸内寂
聴、橋本治などが現代語訳したものがあります。

『源氏物語』　　紫式部／著

『どうぞのいす』
香山  美子／作
柿本  幸造／絵

ひさかたチャイルド／刊

　うさぎさんが小さないすといっしょに「ど
うぞのいす」と書いたたて札を野原におきま
した。するとろばさんがやってきて、いすの
上にどんぐりの入ったカゴをおいてお昼寝を
はじめます。そこへくまさんが現れて、どん
ぐりを食べるとかわりに蜂蜜をおいていきま
す。そこへ今度はきつねさんがやって来て…。
次々と動物たちが現れては『次の人がお気の
毒』といすに何かをおいていく繰り返しが面
白い秋らしい色調の絵本です。３歳から小学
校低学年まで。

◎児童書

◎一般書

小野町美術展　後期作品募集中！

　震災復興・国立科学博物館コラボミュージアムin
おのまち「恐竜がやってきた！そうだ！アロサウルスに
あいに行こう！」の記事については、２ページをご
覧ください。

今月のおすすめの本
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